
校長室より 

本年4月より校長として着任いたしました、埴田 直美と申します。どうぞ

よろしくお願いいたします。 

本校は昭和 59年に土気中学校の分離校として、市内 49番目に開校

しました。第 1回入学式は、1年生 5学級でしたが、第 2回入学式には、

新入生 215名を迎え、3学年が揃い、学校規模も 15学級となりました。

しかし、昭和 62 年をピークに生徒数が減少し、本年度は生徒数 111 名

（１年生２６名、２年生 4４名、３年生４１名）・５学級・教職員２６名の小規模

校となっています。そこで、小規模校ならではの全教職員が一人一人の生

徒を知ることができる教育環境を生かし、「思いやりや気配り・気遣い」な

どの人間関係を大切にした、一人一人に行き届いた教育を実践していき

たいと考えています。 

本校のキーワードは「交流」と「創造」です。新型コロナウイルスへの対

応も変わり、学校生活や生徒の活動制限も緩和され、以前のような取組

ができるようになりつつあります。引き続き感染症対策に配慮しながら、校

内の他学年との交流や、地域と活動を共にする交流の中で、生徒一人一

人の自己有用感を高め、共感的人間関係を構築していくことを目指します。

また、それらをベースに、自分たちの学校を自分たちで創ることを目標とし

て活動しながら、自己指導力と自己決定力を高め、社会に出て活躍できる

生徒の育成を図ります。 

日々の登下校では保護者や青少年育成委員会及びセーフティーウォッ

チャー等の皆様の見守りがあり、地域の方々が温かい目で学校を支援し

てくださる優しさを感じます。日頃の教育活動へのご理解・ご協力に感謝し

つつ、教育目標である「自ら学び、豊かな人間性を持つ、心身ともに健康

な生徒を育成する」ことを具現化するために「めざす学校像・生徒像・教

師像」を掲げ、取り組んで参ります。 

今後ともご支援・ご鞭撻の程、よろしくお願いいたします。 

令和５年４月２６日 
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